
                                                                                                                                                                                                                              

 

 

 

                                               

 

あけましておめでとうございます 

 校 長 中 嶋 英 雄 
 
今年は「丑年」です。牛は古くから酪農や農業で人間を助けてくれた大切な動物でした。大変な農

作業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、丑年は「我慢（耐える）」、「これから発展する前触れ（芽
が出る）」というような年になるといわれています。2021年は皆でコロナを克服し、その中から新た
な価値を生みだし、希望に満ちた年にしたいものです。 

 
子どもたちが過ごす学校と、地域を守る警察の架け橋をしてくださっている、スクールサポーター

の近さんからうれしい話を聞きました。 
「校長先生、城南小の子供たちはあいさつがよくできますよ。低学年や中学年だけでなく、高学年

の子ども達もしっかりと、『おはようございます』とか『さようなら』とあいさつをしてくれるので、
私も元気に仕事ができます。」…あいさつは、短い言葉だけれど、人と人とが心を通わせる大切な瞬間
です。 

12月のある朝、マンションの管理人さんに1年生の女の子が「おはようございます！」とあいさつ
をしたところ、「おはよう、頑張ってね」と明るい声で返してくださっているのを見かけました。 
また別の日に、横断歩道で待っている子ども達を見て、自転車の方が手前で止まってくださいまし

た。その方に「ありがとうございます」と会釈をした子ども達に、その方も笑顔で会釈を返してくだ
さいました。 
あいさつは、する人も、される人もいい気持ちになるものですね。 
昨年はコロナウイルスが猛威を振るい、感染症対策で苦労の多い1年でしたが、年末のこの明るい

出来事に元気をもらい、前向きな気持ちで新年を迎えることができました。 
 
さて、品川区では、国が打ち出した「GIGAスクール構想」実現に向け、２月末までに全児童・生

徒一人に一台、タブレット端末を配布する予定です。一般的なスマートフォンと同じLTE回線で通
信するため、いつでも・どこでもネットワークに繋ぐことができます。 
カメラやインターネット検索など基本アプリケーションをはじめ、自分の考えをまとめて話し合い

活動を深める学習ツール、オンラインでやり取りできるシステムを活用し、双方的な活動もできるよ
うになります。また、AI（人工知能）型ドリル教材で、一人一人の習熟に合わせた学習を充実させる
こともできます。私たちも、これまで以上に授業や家庭学習の質を高めていけるように、研究・研修
を進めていきたいと思います。 

 
『SDGs（エス・ディー・ジーズ）』という言葉を最近よく耳にします。「Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。2015年9月の国連サミットで採択されたもので、国連
加盟193ヶ国が2016年から2030年の15年間で達成するために掲げた目標です。SDGsには、「貧
困をなくそう」「住み続けられるまちづくりを」「海の豊かさを守ろう」など１７の目標があります。 
次世代に受け継ぐべき社会について、誰かの手に委ねるのではなく、自分自身が行動するための基

盤を子ども達の中に築いていくことが重要です。学校としてその役割を果たす取組みを確かに進める
年にしていきたいと考えています。 

 
先月号の学校だよりについて、「すぐに本を借りて読みました」、「絵を見ながら子どもと話しました」

等の感想をお寄せいただきました。拙い文章ではありますが、読んでいただいていることをうれしく
思い、大いに励みになりました。 

2年生が生活科で取組んでいる『城南郵便屋さん』から、私宛に葉書が届きました。「いつもじゅぎ
ょうちゅうに、わたしを見てくれてありがとうございます。また見てくれたらうれしいです」と綴ら
れていました。…「これからも、いつも、みんなを見ているよ」と返信しました。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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 正しい言葉遣いで話しましょう。 

1 月の行事予定＞ 

 日 曜日 主 な 行 事 予 定 

１ 金 元日 

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火 冬季休業日終 

６ 水 始業式 給食始 午前授業 

７ 木 午前授業 書き初め会（1～4年） 

８ 金 午前授業 安全指導日 書き初め会（5・6年） 

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 成人の日（祝日） 

１２ 火 清掃なし 計測（2年） 1～4年午前授業 委員会活動 

１３ 水 計測（1年） 

１４ 木 計測（3年） 

１５ 金 学校公開 

１６ 土 学校公開 ファミリeルール（5年） 

１７ 日  

１８ 月 計測（4年） 

１９ 火 避難訓練 能体験（5年） 

２０ 水 計測（6年） 1～3年午前授業 クラブ活動 

２１ 木  

２２ 金 計測（5年） 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月 清掃なし 

２６ 火  

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金  

３０ 土  

３１ 日  

 ※ 書き初め展は、学校公開の時間帯のみ保護者の方々にご覧いただけます。 

 ※ 学校公開については、後日配布する別紙をご参照ください。なお、当日は、本校保護者1名に

限らせていただきます。 

1 月の生活目標 

3学期より45分授業にかわります。 

12 月保護者会で配布した資料をご覧くだ

さい。 
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和太鼓授業について 

                           音楽専科  

12月5日、土曜授業日に３年生の児童を対象とした、和太鼓の授業が行われました。長胴締太鼓を

使った、サンセと呼ばれる祭り太鼓の演奏の仕方を教えていただきました。 

講師の先生は、元 PTA 会長の松澤剛さん、卒業生の松澤太郎さんと木村彩乃さんです。そして、

校区協働委員の石井義人さん、本校保護者の斉藤美子さんが、祭り太鼓の篠笛を演奏して下さいまし

た。 

 初めに、お手本の演奏を聞かせていただきました。勇壮な和太鼓の音

と、小気味よいリズムに、子どもたちは、真剣に聞き入っていました。

次に実際にリズムを叩いてみました。腰を落とす、太鼓に対してばちを

水平に持って叩くなどのコツを卒業生の方々が丁寧に教えて下さいまし

た。子どもたちは、回を重ねるごとに上手くなっていきました。順番を

待っている子どもも、節の休みのところで「はい！」と合いの手を入れ

るなどして、楽しく取り組みました。まとめとして、篠笛のリズムにの

って、間を空けずに一人一人がリズムを叩き、終了となりました。子ど

もたちは、日本のお祭りの音楽、和楽器の魅力を十分に体験し、味わい、満足気な表情で音楽室を後

にしました。 

 

 

 

 

桐木目体験授業について 

 4年担任  

 ４年生は、12月7日（月）に桐木目込体験を行いました。日本で唯一、桐木目込を行っている浅草

の「箱長」さんに教えていただき、小物入れを作成しました。 

扇の模様が彫られている桐の箱に絵の具で色を付け、気に入った柄の布を貼り、ヘラで木目込みを

しました。子どもたちは目を輝かせながら自分の作品を作りました。 

その後、国語の授業の一環で伝統工芸品を紹介するリーフレットを作成しました。美しさや商品の

多様さ、オーダーメイドが可能なことなどの桐木目込の魅力が伝わるよう、説明文の組み立てに注意

しながら、一人一人文章を完成させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

秋のおみせやさんについて 

                                               １年担任  

 11 月の生活科見学で拾ってきた落ち葉や木の実を使って、秋のおみせやさんを考えました。グル

ープごとに案を出し合い、木の実や落ち葉を使った食べ物や楽器、おもちゃ、ゲームなどを考えて、

協力しながら準備を進めてきました。招待する城南幼稚園の年長さんを楽しませるために、飾り付

けをしたり、カラフルな看板・テーブルクロスを用意したりする子どもたちもいました。 

当日は、緊張しながらも幼稚園生を優しく案内したり、おすすめの商品を紹介したりしていまし

た。だんだんと２年生になる気持ちが芽生えてきている子どもたちの姿から、大きな成長が感じら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年キャリア教育について 

６年担任  

12月の市民科の授業でドリームジョブを行いました。ドリームジョブとは学校の近隣にある様々な

企業を学校に招き、仕事の内容や働くことのやりがいなどについて学ぶ取組みです。このドリームジ

ョブを通し、子供たちは働くことに対して誇りや責任をもつことの大切さを学習しました。 

後日、ドリームジョブの学習を受けて、「お金と仕事」の学習を外部から講師を招き行いました。自

分にはどのような職業が向いているのか、そして、将来働くまでにいくらお金がかかるのかを学びま

した。自分の将来の夢の実現のためには、たくさんのお金がかか

ることを知り、子供たちなりに今からできることを「１２歳の決

意」として考えました。 

２つのキャリア教育を通し、子供たちは自分の将来についてよ

く考え、社会に出ることの意味や大切さを感じ取れたようです。

この経験を子供たちの将来に生かせるようにしていきます。 

 

 

 

 

 


